
　
１
月
26
日
㈭
、「
げ
ん
き
館
お
お
ぶ

ち
」
で
、
友
好
交
流
都
市
・
奈
良
県
吉

野
町
の
北
岡
篤
町
長
ら
を
招
い
て
同
町

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
「
シ
ロ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」

の
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
南
北
朝
時
代
に
後
醍
醐
天
皇
が
南

朝
を
開
い
た
吉
野
町
と
、
勢
力
拡
大
の

た
め
九
州
に
派
遣
さ
れ
た
同
天
皇
の
息

子
懐
良
親
王
と
孫
の
良
成
親
王
に
関
連

す
る
史
跡
が
残
る
八
女
市
と
は
、
歴
史

的
な
つ
な
が
り
が
縁
で
平
成
26
年
９
月

に
友
好
交
流
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
吉
野
か
ら
九
州
に
向
か
う

前
に
皇
子
た
ち
が
眺
め
て
い
た
で
あ
ろ

う
シ
ロ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
八
女
に
植
樹
し
、

今
年
秋
に
は
、
吉
野
町
へ
良
成
親
王
の

お
手
植
え
と
伝
わ
る
「
黒
木
の
大
藤
」

の
苗
木
が
植
樹
さ
れ
る
予
定
で
す
。
式

典
で
は
、
三
田
村
市
長
が
「
南
朝
を
縁

と
す
る
交
流
が
吉
野
町
・
熊
本
県
菊
池

市
と
深
ま
っ
て
い
る
。
南
朝
の
歴
史
を

は
ぐ
く
み
、後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
」、

北
岡
町
長
は
「
桜
と
藤
が
お
互
い
の
地

で
咲
き
続
け
て
い
く
よ
う
交
流
を
深
め

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
文
化
財
防
火
デ
ー
の
１
月
26
日
㈭
八
女
市
岩
戸
山
歴

史
文
化
交
流
館
い
わ
い
の
郷
で
、
約
60
人
が
参
加
し
て
防

火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
実
習
室
で
火
災
が
発
生
し

た
と
の
想
定
で
管
内
放
送
が
あ
り
、
職
員
の
誘
導
に
よ
り

来
館
者
は
ハ
ン
カ
チ
で
鼻
や
口
を
押
さ
え
て
低
い
姿
勢
で

屋
外
へ
避
難
。
文
化
財
の
運
び
出
し
や
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

の
初
期
消
火
を
訓
練
し
ま
し
た
。
八
女
消
防
本
部
職
員

は
逃
げ
遅
れ
た
人
の
は
し
ご
車
で
の
救
助
、
応
急
手
当
、

放
水
な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
江
島
消
防
長
は
「
文

化
財
は
後
世
に
伝
え
る
大
切
な
財
産
。
い
ざ
と
い
う
と
き

は
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
こ
と
が
大
事
」
と
あ
い
さ
つ
。
訓
練
参
加
者
は
「
も
の

す
ご
い
迫
力
で
緊
張
し
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
の
訓
練
の
大

事
さ
を
感
じ
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

後世に残る交流を桜と藤に託して

地域と連携し、
いわいの郷で
防火訓練

バケツリレーで初期消火を訓練梯子車での救助訓練、放水訓練

植樹をする北岡町長、三田村市長、五條元滋さん 桜援歌を踊る大渕保育園の園児たち

～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる

 交流都市 八女
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　
１
月
９
日
㈷
、
西
日
本
短

期
大
学
附
属
高
等
学
校
記
念

館
に
て
、「
劒
志
舘
創
立
10
周

年
記
念
少
年
剣
道
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
生

66
チ
ー
ム
、
中
学
生
47
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
団
体
戦
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
形
式
で
戦
い
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
小
学
生
の
部
】
▽
優
勝
＝
西

武
館
（
久
留
米
市
）
▽
準
優

勝
＝
劒
志
舘
（
八
女
市
）
▽

３
位
＝
今
宿
少
年
剣
道
部

（
福
岡
市
）、
上
陽
町
少
年
剣

道
ク
ラ
ブ
（
八
女
市
）、

【
中
学
生
の
部
】
▽
優
勝
＝
高

田
中
学
校
（
み
や
ま
市
）
▽

準
優
勝
＝
養
心
一
到
館
（
朝

倉
郡
）
▽
３
位
＝
白
川
少
年

剣
道
緑
水
館
（
大
牟
田
市
）、

吉
井
中
学
校
（
う
き
は
市
）

【
小
学
生
優
秀
賞
】
▽
後
藤

結
朱
（
西
武
館
）
▽
馬
場
壮

大（
劒
志
舘
）▽
河
野
賢
優（
今

宿
少
年
剣
道
部
）
▽
小
川
一

聖
（
上
陽
町
少
年
剣
道
ク
ラ

ブ
）
▽
荒
木
敬
（
城
島
少
年

剣
道
部
）
▽
牛
島
優
希
（
弓

削
剣
心
会
）
▽
堤
桜
輔
（
下

田
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

▽
小
柳
隆
太
郎
（
青
木
剣
友

会
）

【
中
学
生
優
秀
賞
】
▽
宮
本

颯
太
（
高
田
中
学
校
）
▽
横

山
立
（
養
心
一
到
館
）
▽
岡

部
克
哉
（
白
川
少
年
剣
道
緑

水
館
）
▽
岩
瀬
拳
征
（
吉
井

中
学
校
）
▽
石
橋
雅
也
（
瀬

高
中
学
校
）▽
笠
間
璃
久（
江

浦
道
場
）
▽
山
田
裕
貴
（
春

日
光
龍
会
）▽
南
日
陽
里（
唐

津
第
一
中
学
校
）

劒
志
舘
創
立
10
周
年
記
念
少
年
剣
道
大
会

根
岸
の
文
化
に
触
れ
る

　
作
家
・
森
ま
ゆ
み
さ
ん
を
招
き
１

月
15
日
㈰
、
山
本
健
吉
資
料
室
新
春

文
学
講
演
会
「
子
規
の
音
―
根
岸
に

集
ま
っ
た
俳
人
・
歌
人
た
ち
」
が
八

女
文
化
会
館
で
あ
り
ま
し
た
。
評
論

家
だ
け
で
は
な
く
俳
人
と
し
て
も
優

れ
た
作
品
を
残
し
た
健
吉（
１
９
０
７

～
１
９
８
８
）
に
ち
な
み
、
健
吉
の

作
品
も
ひ
も
と
き
な
が
ら
、
近
代
の

俳
句
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
正

岡
子
規
（
１
８
６
７
～
１
９
０
２
）

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
明
治
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
、
多
く
の
作
家
や

俳
人
・
歌
人
た
ち
が
集
っ
た
根
岸
の

文
化
の
香
り
に
ふ
れ
た
ひ
と
と
き
で

し
た
。「
俳
句
と
は
奥
深
い
。
私
も
勉

強
し
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
」
と
参

加
し
た
女
性
は
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
三
大
合
戦
の
一
つ
「
大

保
原
の
戦
い
」（
１
３
５
９
年
）

を
テ
ー
マ
に
１
月
22
日
㈰
、
お

り
な
す
八
女
で
南
北
朝
の
歴
史

講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。
講
師

は
九
州
大
学
名
誉
教
授
、
く
ま

も
と
文
学
・
歴
史
館
館
長
の
服

部
英
雄
先
生
。
こ
の
戦
は
太
宰

府
掌
握
の
た
め
に
南
朝
・
懐か

ね

良な
が

親
王
方
４
万
人
と
北
朝
・
少

し
ょ
う

弐に

直た
だ

資す
け

方
の
６
万
人
が
戦
っ
た
と

言
わ
れ
て
お
り
、
五
條
頼
元
や

菊
池
武
光
、
木き

屋や

行ゆ
き

實ざ
ね

な
ど
の

武
将
が
活
躍
し
ま
し
た
。

「
後
醍
醐
天
皇
は
８
人
の
皇
子

を
全
国
各
地
に
派
遣
し
、
多

く
の
皇
子
が
大
変
苦
労
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
九
州
で
は
一

時
期
南
朝
が
北
朝
を
し
の
ぐ
時

期
が
あ
り
、
懐
良
親
王
は
明み
ん
か

ら
日
本
国
王
と
さ
れ
る
な
ど
南

朝
で
唯
一
成
功
さ
れ
た
方
。
南

朝
の
遺
跡
や
史
料
を
基
に
、
今

後
も
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
」
と
服
部
先
生
。

　
会
場
に
は
２
５
０
人
が
集
ま

り
、
地
元
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た

歴
史
ド
ラ
マ
に
思
い
を
馳
せ
ま

し
た
。
当
日
は
戦
い
の
様
子
が

記
さ
れ
た
『
紙
本
墨
書
木き

屋や

文
書
』（
八
女
市
指
定
文
化
財
）

な
ど
も
展
示
公
開
さ
れ
、
貴
重

な
資
料
に
参
加
者
は
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

南北朝の貴重な歴史、大保原の戦いを語る

㊤「武光、進撃合図の
ホラ貝を吹いてくれ！」
オープニングとして、
懐良親王、五條頼元、
菊池武光、木屋行實に
よる大保原の戦い討入
り前に戦略を練る劇が
ありました。（菊池市職
員、八女市職員出演）

当日限り公開さ
れた貴重な木
屋文書

講演をする服部先生
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温
か
い
こ
こ
ろ
を
伝
え
続
け
て

　
ふ
れ
あ
い
の
家
南
筑
後
で

１
月
20
日
㈮
、「
童
男
山
ふ
す

べ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
内

地
区
に
伝
わ
る
徐
福
伝
説
を
も

と
に
、
童
男
山
・
犬
尾
城
址
保

存
会
（
櫻
木
誠
会
長
）
と
川
崎

小
学
校
（
安
徳
和
幸
校
長
）
が

主
催
し
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
徐
福
の
体
を
暖
め
た
「
ふ
す
べ
」
へ
の
点
火

の
後
、
６
年
生
19
人
が
紙
芝
居
「
童
男
山
物
語
」
を

上
演
し
ま
し
た
。
櫻
木
会
長
は
「
童
男
山
ふ
す
べ
の
主

役
は
川
崎
小
学
校
児
童
の
紙
芝
居
。
紙
芝
居
に
描
か

れ
て
い
る
よ
う
な
思
い
や
り
と
助
け
合
い
の
心
を
育
み
、

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
ふ
す
べ
に
花
を
添
え
る
よ
う
に
、劇
団「
さ
く
ら
座
」

の
メ
ン
バ
ー
が
日
韓
の
伝
統
的
な
衣
装
に
身
を
包
み
、

朝
鮮
の
伝
統
的
な
民
俗
芸
能
の
「
パ
ン
ソ
リ
」
な
ど
を

披
露
し
ま
し
た
。
同
保
存
会
と
交
流
を
続
け
て
い
る
韓

国
巨
済
市
徐
福
研
究
会
の
皆
さ
ん
も
参
加
。
前
日
に

日
韓
徐
福
文
化
交
流
会
が
開
か
れ
る
な
ど
、
２
３
０
０

年
の
時
を
経
て
徐
福
の
縁
が
紡
が
れ
て
い
ま
す
。

　
12
月
18
日
㈰
、
黒
木
町
築つ
い

地ぢ

の
「
築
地
御
前
霊
社
」
で
生
木
焚

き
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ

に
は
黒
木
の
猫
尾
城
主
黒
木
助す
け

能よ
し
の
正
室
・
春
日
局
、
乳
母
の
紅こ
う

梅ば
い

、
女
官
頭
の
濃こ
き

君ぎ
み

の
三
体
の
観

音
像
（
八
女
市
指
定
文
化
財
）
が

ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
約
８
２
０
年
ほ
ど
前
、
在
京
中

の
黒
木
助
能
が
笛
の
役
を
見
事
に

務
め
、
褒
美
に
女
官
・
待ま
つ

宵よ
い
の

小こ

侍じ

従じ
ゅ
うを

賜
わ
り
ま
し
た
。
助
能
が

女
官
を
伴
っ
て
帰
郷
し
た
こ
と
を

怨
ん
だ
春
日
局
は
、
侍
女
を
伴
い

矢
部
川
に
身
を
投
げ
ま
し
た
。
築

地
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
春
日
局
と

侍
女
２
人
を
村
人
た
ち
は
生
木
を

焚
い
て
暖
め
、
社
に
祀ま
つ

り
ま
し
た
。

社
は
今
で
も
地
域
の
氏
神
様
と

し
て
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
12
月
18
日
に
は
地
域
の

皆
さ
ん
に
よ
り
早
朝
か
ら
生
木
が

焚
か
れ
、
多
く
の
人
が
参
拝
に
訪

れ
ま
す
。
こ
の
祭
礼
は
８
０
０
年

以
上
た
っ
た
今
も
途
絶
え
る
こ
と

な
く
続
い
て
い
ま
す
。
氏
子
の
吉

原
洋
美
さ
ん
は
「
由
緒
あ
る
観
音

様
だ
か
ら
、
地
域
で
末
永
く
守
っ

て
い
き
た
い
で
す
」
と
手
を
合
わ

せ
て
い
ま
し
た
。

　
柳
島
の
十
七
夜
は
毎
年
１
月
17
日
、
柳
島
の
若
宮

神
社
境
内
・
観
音
堂
前
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
黒
木

城
主
の
正
室
が
矢
部
川
に
身
を
投
げ
、
そ
の
時
に
抱

い
て
い
た
観
音
像
が
柳
島
に
流
れ
着
き
、
そ
れ
を
あ

め
が
た
売
り
が
引
き
揚
げ
、
わ
ら
を
焚
い
て
観
音
像

を
暖
め
た
こ
と
が
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は

由
来
に
ち
な
み
境
内
で
あ
め
が
た
が
売
ら
れ
ま
す
。

夜
８
時
に
な
る
と
観
音
堂
の
灯
明
の
火
が
ほ
っ
け
ん

ぎ
ょ
う
に
点
火
さ
れ
ま
す
。
火
は
瞬
く
間
に
燃
え
上

が
り
、
辺
り
一
面
は
炎
で
真
っ
赤
に
な
り
、
こ
の
火

に
あ
た
る
と
１
年
間
無
病
息
災
で
過
ご
せ
る
と
言
わ

れ
、
今
も
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
木
焚
き
神
事

柳
島
十
七
夜
（
あ
め

が
た
ま
つ
り
）

童
男
山
ふ
す
べ

「
ぬ
れ
た
身
体
を
村
人
が
火
を
焚
い
て
暖
め
て
あ
げ
た
―
」
八
女
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
話
に
は
、
こ
の
よ
う
な
物
語
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。
遙
か
な
る
時
を
経
て
も
か
わ
る
こ
と
の
な
い
八
女
の
人
々
の
温
か
い
こ
こ
ろ
は
、
そ
の
物
語
を
伝
え
る
行
事

を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

精霊が宿ると言われる生木を焚く皆さん

3 体の観音像が祀られています

境内であめがたが売られます

ほっけんぎょうの炎で辺りは真っ赤に

今から約 2300 年ほど前、不老長寿の薬を
探してくるように秦の始皇帝の命を受け、徐
福たち一行は蓬莱の国（日本）へ向かいま
した。船が暴風雨に遭い山内に打上げられ
た徐福を、村人たちは火を焚いて一生懸命
介抱しました。徐福は感謝しながら息を引き
取り、村人たちは童男山にお墓を立て、火
を焚いて徐福の魂を慰めました。

12/18

1/17

1/20

八
女
市
指
定

無
形
民
俗
文
化
財

八女の徐福伝説
紙芝居「童男山物語」から

広報やめ　2017.2.153
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３月の健康だより
健康推進課（☎ 23・1352）

♥

　
メ
デ
ィ
ア
、
主
に
電
子
映
像
メ
デ
ィ
ア

と
は
、
テ
レ
ビ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ス
マ
ホ
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
、
電
子
お
も
ち
ゃ
な
ど
、
私
た

ち
の
生
活
の
中
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
電
子
映
像
メ
デ
ィ
ア
は
、

目
か
ら
入
る
情
報(

視
覚
刺
激)

と
耳

か
ら
入
る
情
報(

聴
覚
刺
激)

か
ら
成

り
立
っ
て
お
り
、
人
間
に
と
っ
て
混
合
の

刺
激
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の
混
合
の

刺
激
は
、
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
た
ち
の

脳
に
と
っ
て
、
刺
激
が
強
く
、
良
く
な

い
も
の
な
の
で
す
。

　
電
子
映
像
メ
デ
ィ
ア
に
触
れ
る
時
は
、

子
ど
も
た
ち
は
じ
っ
と
し
て
お
り
、
動
く

必
要
が
な
く
な
り
、
体
力
の
低
下
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
充
分
な
睡
眠
が

奪
わ
れ
、
新
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
と
い

う
好
奇
心
の
低
下
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
電
子
映
像
メ
デ
ィ
ア
に
長
時
間
、
過

度
に
触
れ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
脳
は

活
性
化
せ
ず
、
ぼ
ん
や
り
し
た
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
言
葉
が
遅
く

な
る
、
落
ち
着
き
が
な
く
な
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
脳
は
、
0
～
3
歳
の
間
で
特
に
発

達
し
、
脳
の
約
80
％
が
こ
の
時
期
に
完

成
し
ま
す
。
ま
た
、
大
人
と
の
愛
情
あ

る
交
流
が
さ
ら
に
脳
を
活
性
化
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ
か
ら
離
れ
て
、
親
子

で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
は
か
り
、
い
っ
ぱ
い

お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
、
い
っ
ぱ
い
動
い
て
、

楽
し
い
時
間
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
、

家
族
で
話
し
て
、
家
族
だ
け
の
ル
ー
ル

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

例
え
ば
・
・
・

⃝

全
て
の
電
子
映
像
メ
デ
ィ
ア
に
触
れ
る

時
間
は
２
時
間
ま
で
。
１
回
30
分
は
超
え

な
い
。（
授
乳
中
・
食
事
中
は
テ
レ
ビ
や

ス
マ
ホ
は
触
ら
な
い
。
会
話
を
楽
し
む
）

⃝

親
子
で
一
緒
に
遊
ぶ
時
間
を
作
る
。

⃝

子
ど
も
と
関
わ
る
時
は
、
親
も
ス
マ
ホ

な
ど
を
扱
わ
な
い
。（
子
ど
も
だ
け
を
制

限
す
る
の
で
は
な
く
、
大
人
も
約
束
を

守
り
ま
し
ょ
う
）

※
資
料
＝
子
供
の
教
育
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
東
京
都
教
育
委
員
会

子どもを取り巻くメディア

電
子
映
像
メ
デ
ィ
ア
が
子
ど
も

た
ち
の
脳
に
与
え
る
影
響

家
族
の
ル
ー
ル
を
作
り
ま
し
ょ
う

あなたの周りの赤ちゃんや子どもは、テレビや DVD を見たり、スマホや
タブレットを扱っていますか。いつか触れるものだから、幼い頃から触れ
ても問題ないと思っていませんか。今回は、子どもを取り巻くメディアの
影響についてお伝えします。

　

市
は
特
定
健
診
の
受
診
率

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
市
の
国
保
特
定
健

診
を
受
診
し
て
い
な
い
人
で
も
、

職
場
や
医
療
機
関
な
ど
で
特
定

健
診
と
同
様
の
検
査
項
目
を
受

診
し
た
場
合
は
、
そ
の
結
果
を

健
康
推
進
課
ま
で
お
持
ち
い
た

だ
く
と
、
特
定
健
診
を
受
診
し

た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
各
地
区
の
健
康
相
談
で
も
対

応
し
て
い
ま
す
。
3
ペ
ー
ジ
の

相
談
日
案
内
を
参
照
）

　
デ
ー
タ
を
い
た
だ
い
た
人
に

は
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

平
成
28
年
度
中
に
、
40
歳

～
74
歳
の
八
女
市
国
民
健
康

保
険
加
入
者
で
特
定
健
診
を
し

て
い
な
い
人
で
職
場
や
医
療
機

関
な
ど
で
特
定
健
診
と
同
様
の

検
査
項
目
を
受
診
し
た
人
。

【
持
参
す
る
も
の
】

平
成
28
年
度
の
血
液
等
検
査
・

特
定
健
診
受
診
券(

お
持
ち
の

人
の
み) 

【
受
付
期
間
】

平
成
29
年
3
月
10
日
㈮
ま
で    

【
問
い
合
わ
せ
】

健
康
推
進
課

（
☎
２
３・１
３
５
２

ま
た
は
２
３・１
２
０
１)  

特
定
健
診
受
診
率
向
上
の
た
め
デ
ー
タ

提
供
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

 《特定健診のための血液検査項目》
★中性脂肪（ＴＧ）　
★ＨＤＬコレステロール
★ＬＤＬコレステロール
★ GOT(AST)  ★ GPT(ALT)
★γ-GTP(γ-ＧＴ)
★空腹時血糖（またはＨｂA1c）
その他 尿酸・血清クレアチニン　 
検査

《血液検査以外の検査項目》
（健康相談や健康推進課で検査す
ることもできます）
☆尿検査（糖・蛋白・潜血）
☆身長　☆体重　☆ BMI
☆腹囲

健 康 コ ラ ム

八女市スポーツ・健康づくり都市宣言 「市民ひとり1スポーツをめざします」
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　保健師や看護師が、血圧測定・
尿検査・体脂肪測定をします。健
康に関するいろいろな相談に応じ
ます。健康手帳をお持ちの人はご
持参ください。
※電話相談も行っています。
◦3月1日㈬ 10時～ 11時／上陽支
所
◦3月6日㈪ 9時30分～ 11時 ／八
女市保健センター
◦3月7日㈫ 14時～ 15時／かがや
き（立花）
◦3月10日㈮ 14時～ 15時／そよか
ぜ（星野）
◦3月16日㈭ 14時～ 15時／矢部基
幹集落センター
◦3月17日㈮10時～ 11時／ふじの
里（黒木）

【旧八女市・立花町の皆さん】
◦会場　やめっこ未来館
◦受付時間　13時15分～ 14時30分
◦日にち・対象 
3月14日㈫＝10か月児（平成28年5
月生）健康診査
3月15日㈬＝4か月児（平成28年11
月生）健康診査
3月23日㈭＝3歳児（平成26年2月
生）健康診査
3月28日㈫＝1歳6か月児（平成27
年8月生）健康診査

【旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村
の皆さん】
◦会場＝ふじの里（黒木）
◦日時＝3月21日㈫13時30分～ 14

時30分
◦対象＝1歳6か月児（平成27年7
月～ 8月生）／ 3歳児（平成26年1
月～ 2月生）
※対象者には個別に通知します。
事前に連絡いただくとどちらの会場
でも健診を受けることができます。

　離乳食初期（5 ～ 6か月児）の
お話と調理。要予約。定員15人。
託児あり（要申込）。
◦日時＝3月16日㈭ 10時～ 13時
 　※受付9時30分～ 10時　
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦持参品等＝エプロン、三角布、
手ふきタオル、母子健康手帳、筆
記用具、材料費300円

　離乳食中期・後期（7か月児～ 1
歳児頃まで）のお話。要予約。定
員10人。託児あり（要申込）。
◦日時＝3月9日㈭ 10時～ 12時 
　※受付9時30分～ 10時
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦持参品等＝母子健康手帳、筆記
用具

　子育てのことで、少しでも心配
なことがあったらお気軽にご相談く
ださい。身長・体重測定もできま
す。母子健康手帳をお持ちくださ
い。やめっこ未来館会場では、公
立八女総合病院の助産師による「母
乳相談」も行っています。相談日以
外でも、窓口や電話で子育て相談

を行っています。
◦3月1日㈬ 9時30分～ 11時 ／ や
めっこ未来館
◦3月7日㈫ 10時～ 11時 ／ 矢部基
幹集落センター
◦3月17日 ㈮ 13時15分 ～ 14時30
分 ／ やめっこ未来館

　心理士による個別相談です。対
象者は小学校就学前までの人で、
成長発達面に不安のある人です。
心配なことがあればお気軽にご相
談ください。要予約。

【八女市保健センター】
◦ 3月9日㈭ 9時～ 16時
    3月23日㈭ 9時～ 16時

【ふじの里（黒木）】
◦3月21日㈫ 9時～ 16時

　心理士による個別相談です。対
象者は市内在住で、こころに悩み
がある人です。気軽にご相談くだ
さい。要予約。
◦日時＝3月15日㈬13時30分～ 15
時30分まで受付
◦会場＝おりなす八女研修棟
※マタニティ教室＝次回は4月に開
催します。

乳幼児心理相談

３
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種

子育て相談

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

心理士によるこころの相談

もぐもぐ！かみかみ！離乳食教室

ベビーズクッキング

お手軽キッシュ

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

【材料】（6個分）　
◦鶏卵（八女産） ＝1個　
◦牛乳＝50ml
◦塩＝少々
◦こしょう＝少々　　        
◦ロースハム＝1枚 
◦コーン(ホール缶)＝ 15g
◦赤パプリカ＝15g
◦ピーマン＝15g
◦チーズ＝20g（1個）
◦餃子の皮（大判）＝6枚

【作り方】
 ① ハム、パプリカ、ピーマン、
チーズは1㎝角に切る。コーン
は水気をきる。
② Aの材料を混ぜ合わせる。
③ アルミカップ(8号)に餃子
の皮をのせ、①を均等に入れ、
②を流し入れる。
④ 200℃のオーブンで約10
分、またはオーブントースター
で約8分焼く。 (トースターで
焼く場合は焦げやすいので途
中でアルミホイルをかぶせる)
⑤器に盛り付ける。

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

72Kcal
3.8g
2.8g
6.8g

55mg
37mg
6mg

0.3mg
0.4g
0.4g

1人分あたりの栄養価

11月に八女市食生活改善推進会の研修会で作ったレシピです。
ひなまつりなど、ホームパーティー時などのおもてなし料理にどうぞ。

Ａ
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市
長
等
お
よ
び
議
員
の
平
成
28
年
資
産

等
報
告
書
の
審
査
を
八
女
市
政
治
倫
理
審
査

会
に
依
頼
し
て
い
ま
し
た
が
、
１
月
12
日
付

け
で
審
査
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
審
査
意
見

書
が
同
審
査
会
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

次
の
と
お
り
そ
の
要
旨
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
審
査
意
見
書
は
、
総
務
課
ま

た
は
議
会
事
務
局
に
申
請
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

八
女
市
政
治
倫
理
審
査
会

　
　
　
　
　
　
会
　
長
　
　
小
原 

清
信

　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
　
伊
藤 

修
一

　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
塩
塚

 

修

　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
野
間
口
幸
江

　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
樋
口
　
好
枝

　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
松
﨑
美
登
里             

                     

委
　
員
　
　
内 

藤   

啓 

光

　
八
女
市
政
治
倫
理
審
査
会
で
は
、
八
女
市

長
か
ら
審
査
を
求
め
ら
れ
た
市
長
等
お
よ
び

議
員
の
「
平
成
28
年
資
産
等
報
告
書
」
に
つ

い
て
審
査
を
行
い
、
審
査
の
経
過
お
よ
び
結
果

を
審
査
意
見
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
当
審
査
会
は
、
八
女
市
政
治
倫
理
条
例
第

１
条
に
掲
げ
ら
れ
た
目
的
の
趣
旨
に
のっ
と
り
、

条
例
第
９
条
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市

長
等
４
件
、
市
議
会
議
員
26
件
、
計
30
件
の

資
産
等
報
告
書
に
つい
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
審
査
に
際
し
て
は
、
提
出
さ
れ
た
資
産
等

報
告
書
と
証
明
書
類
と
を
照
合
す
る
と
と
も

に
、
疑
問
点
に
つ
い
て
は
過
去
の
報
告
内
容

と
比
較
す
る
方
法
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

《
審
査
の
経
過
》

　
市
長
等
お
よ
び
議
員
の
平
成
28
年
１
月
１

日
現
在
の
資
産
等
報
告
書
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
報
告
書
の
記
載
事
項
は
お
お

む
ね
記
載
さ
れ
、
条
例
第
５
条
第
４
項
に
よ

り
提
出
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
証
明
書
類

は
、
お
お
む
ね
添
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
依

頼
、
照
会
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な

記
載
漏
れ
や
証
明
書
類
の
不
備
も
散
見
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
、
議
員
の
一
人
か
ら

第
１
回
審
査
会
の
期
日
ま
で
に
資
産
等
報
告

書
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
第
１
回
審

査
会
で
は
、
こ
の
議
員
に
つ
い
て
は
、
審
査
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
第
２
回
審
査
会
で
は
、
未
提
出
の
議
員
か

ら
資
産
等
報
告
書
等
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
こ
の
議
員
の
資
産
等
に
つ
い
て
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
第
１
回
審
査
会
で
照

会
を
お
願
い
し
た
指
摘
事
項
へ
の
回
答
に
つ
い

て
審
査
し
ま
し
た
。

　
第
３
回
審
査
会
で
は
、
第
２
回
審
査
会

で
照
会
を
お
願
い
し
た
指
摘
事
項
に
つ
い
て
、

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
審
査
の
結

果
を
も
と
に
、
意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て
議

論
し
ま
し
た
。

《
依
頼
・
照
会
事
項
お
よ
び
回
答
状
況
》

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
資
産
等
報
告
書

に
記
載
さ
れ
た
内
容
の
正
確
性
を
期
す
る
た

め
、
条
例
第
８
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

該
当
者
に
対
し
照
会
し
、
文
書
に
よ
る
回
答

と
証
明
書
類
の
提
出
を
求
め
ま
し
た
。

　
提
出
依
頼
ま
た
は
照
会
し
た
提
出
義
務
者

は
、
お
お
む
ね
指
定
期
日
ま
で
に
提
出
ま
た
は

回
答
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
証
明
書
類
お
よ
び

回
答
内
容
に
つ
い
て
は
当
審
査
会
と
し
て
お
お

む
ね
承
認
で
き
る
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
第

１
回
審
査
会
後
に
照
会
し
た
も
の
の一部
に
お

い
て
、
指
定
期
日
を
過
ぎ
て
も
提
出
が
な
い
た

め
事
務
局
職
員
が
連
絡
し
、
そ
の
後
提
出
さ

れ
た
方
が
あ
っ
た
こ
と
は
残
念
で
し
た
。

　⑴
提
出
義
務
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報

告
書
の
ほ
と
ん
ど
は
、
お
お
む
ね
正
確
に
記

載
さ
れ
、
ま
た
条
例
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
証
明
書
類
も
添
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

⑵
今
年
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報
告
書
の
内
容

に
加
え
、
疑
問
点
に
つ
い
て
は
過
去
の
報
告

内
容
と
比
較
検
討
し
な
が
ら
審
査
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
一
部
の
記
載
誤
り
（
記
入
漏
れ

含
む
）、
証
明
書
添
付
不
備
の
指
摘
お
よ
び
預

貯
金
等
の
資
産
形
成
の
疑
問
を
照
会
し
、
指

摘
に
対
す
る
訂
正
・
是
正
な
ら
び
に
疑
問
内

容
に
関
す
る
回
答
を
受
け
ま
し
た
。

　
　

　

　
以
上
の
審
査
の
結
果
、
市
長
等
お
よ
び
議

員
の
資
産
等
報
告
書
の
記
載
内
容
を
正
確
に

点
検
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
点

検
の
結
果
、
審
査
会
と
し
て
は
、
市
長
等
お

よ
び
議
員
に
つ
い
て
、
な
ん
ら
問
題
と
す
べ
き

不
正
等
は
な
い
も
の
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
意
見
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
提
出
義
務
者
で
あ
る
市
長
等
お
よ
び
議

員
各
位
の
政
治
倫
理
性
の
高
さ
と
自
ら
す
す

ん
で
高
潔
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
態
度

の
表
れ
だ
と
言
え
、
当
審
査
会
は
、
市
長
等

お
よ
び
議
員
各
位
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
当
審
査
会
は
、
条
例
に
よ
り
設
置
さ
れ
た

市
の
附
属
機
関
で
あ
り
、
同
条
例
に
照
ら
し

て
公
正
で
正
確
な
審
査
を
行
う
と
い
う
重
要

な
任
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
資
産
等
報
告
書
に
つ
い
て
は
、

報
告
漏
れ
や
証
明
書
類
の
添
付
不
備
が
見
受

け
ら
れ
、
条
例
の
趣
旨
や
制
度
の
内
容
、
さ

ら
に
は
対
象
者
の
義
務
に
対
す
る
理
解
が
、

十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い
点
も
あ
り
ま
し
た

が
、
審
査
意
見
で
述
べ
た
よ
う
に
、
か
な
り

改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
念
な

こ
と
に
提
出
期
限
を
大
幅
に
過
ぎ
て
報
告
書

を
提
出
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た
こ
と
を
市

民
の
方
に
も
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
八
女
市

の
誇
る
政
治
倫
理
審
査
制
度
の
も
と
で
、「
市

民
を
代
表
す
る
議
員
等
の
政
治
倫
理
の
あ
り

方
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
に
つ
い
て
、
議
論
が

深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

資
産
等
報
告
書
に
つ
い
て
の
審
査
意
見
書
要
旨

２ 

審
査
結
果

◉
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
総
務
法
制
係
（
☎
２
３・１
１
１
１
）

１ 

資
産
等
報
告
書
の
審
査

3 

審
査
意
見

4 

要
望
事
項
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◦
コ
ー
ス
＝
宮
野
公
園
（
集
合
）

～
田
崎
廣
助
美
術
館
～
谷
川
梅

園
～
立
花
体
育
館
農
業
祭
～
宮

野
公
園
（
６
㌔
）

◦
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
会
員

外
１
０
０
円

②
バ
ス
ウ
オ
ー
ク

◦
日
時
＝
３
月
26
日
㈰
６
時
八

女
伝
統
工
芸
館
前
出
発

◦
コ
ー
ス
＝
九
州
オ
ル
レ
奥
豊
後

コ
ー
ス（
12
㌔
）、近
場
コ
ー
ス（
６
㌔
）

◦
募
集
人
員
＝
50
人

◦
参
加
費
＝
会
員
３
５
０
０
円
、

会
員
外
４
千
円
（
バ
ス
・
船
賃
）

◦
申
込
締
切
＝
２
月
22
日
㈬
※

参
加
費
添
え
て
会
計
長
野
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
７
４
４
１
・
０
１

２
１
）ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
②
共
通

◦
持
参
品
＝
雨
具
・
水
筒
・
タ
オ

ル
※
②
は
健
康
保
険
証
、
昼
食

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
会
荒
川
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
４
９
９
７
・
５
８
１
３
）

◦
場
所
＝
上
陽
公
民
館

【
芸
能
大
会
、
お
茶
の
会
】

◦
日
時
＝
３
月
５
㈰
10
時
～
15
時

◦
場
所
＝
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
大
ホ
ー
ル
・
和
室
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
連
盟
西

木
さ
ん
（
☎
５
４
・
２
２
５
５
）

　
子
ど
も
も
大
人
も一緒
に
、
便
利

な
イ
ス
作
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◦
日
時
＝
３
月
４
日
㈯
10
時
～

12
時

◦
参
加
費
＝
１
０
０
円
※
要
申

込
、
先
着
10
人

◦
問
い
合
わ
せ
・
場
所
＝
多
世
代

交
流
館
「
共
生
の
森
」（
☎
２
２・

２
２
５
７
）

①
観
梅
会
ウ
オ
ー
ク

◦
日
時
＝
２
月
19
日
㈰
９
時
～

　
八
女
し
あ
わ
せ
交
流
館
（
隣

保
館
）
を
利
用
し
て
い
る
各
種

団
体
・
各
種
講
座
等
の
日
頃
の

活
動
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
交

流
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の

方
々
に
交
流
館
の
目
的
や
意
義

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、『
住
み
よ

い
地
域
』
作
り
を
目
指
し
て
文
化

祭
を
開
催
し
ま
す
。
大
正
琴
や
カ

ラ
オ
ケ
、
民
舞
等
講
座
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
や
、
お
で
ん
・
や
き
と
り

な
ど
の
バ
ザ
ー
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
19
日
㈰
10
時
～

17
時

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
し

あ
わ
せ
交
流
館
（
☎
２
４
・
５
８

４
６
）

　
八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
26
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止
。

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場
※
出
店
者
随
時

募
集

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員

会
事
務
局
（
☎
２
２・３
１
３
１
）

◦
日
時
＝
３
月
４
日
㈯
９
時
～

17
時
、
５
日
㈰
９
時
～
16
時

◦
場
所
＝
担
い
手
研
修
セ
ン
タ
ー

◦
内
容
＝
▼
４
日
～
５
日【
展
示
】 

押
し
花
、
水
墨
画
、
生
花
、
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
、
パ
ソ
コ
ン
作
品

※
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
も
開
催

▼
５
日
【
発
表
】 

９
時
30
分
～
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
３
Ｂ
体
操
、
詩
吟
、

社
交
ダ
ン
ス
、
マ
ジ
ッ
ク
、
ハ
ー

モ
ニ
カ
、
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
、

手
話
ダ
ン
ス
、
コ
ー
ラ
ス
【
ゲ
ス

ト
出
演
】
14
時
～
西
日
本
短
大

附
属
高
演
劇
部
・
吹
奏
楽
部
【
お

楽
し
み
抽
選
会
】
15
時
～
※
昼

食
は
カ
レ
ー
を
３
百
円
で
提
供
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
働
く
女

性
の
家・立
花
公
民
館
（
☎
３
７・

１
５
２
２
）

【
生
け
花
展
、
書
道
展
】

◦
日
時
＝
３
月
４
日
㈯
・
５
㈰
9

時
～
17
時
※
５
日
は
16
時
ま
で

し
あ
わ
せ
交
流
館
文
化
祭

八
女
軽
ト
ラ
市

お
知

ら
せ

男女共同参画都市宣言
10 周年記念講演会

女
も
男
も
た
い

へ
ん
や
！
笑
っ
て

考
え
る
人
生
が
楽

し
く
な
る
ヒ
ン
ト

第
16
回
八
女
市
働
く
女
性
の

家
・
立
花
公
民
館
ま
つ
り

多
世
代
交
流
事
業 

牛
乳
パ
ッ

ク
で
イ
ス
を
作
ろ
う
！

　子どもたちに大人気の本「あなたも
名探偵シリーズ」の作者・杉山亮さん
による講演会。保父として子どもに関
わった経験や、本を書く立場からの子
どもの本の現状などを、うちどく（家
読）の話も交えながらお話いただきま
す。子どもたちが手に取る本を、作家
さんがどのような想いで書かれたのか、
お話を聞くことができる貴重な機会で
す。気軽にご参加ください。入場無料
◦日時＝2月19日㈰ 10時～11時 30分
◦場所＝おりなす八女はちひめホール

　昔ばなしやおなかをかかえて笑える
話など、児童書作家・杉山亮さんの語
りによるものがたりライブです。大人だ
けでもご家族でもお話の世界を楽しみ
に来てください。入場無料
◦日時＝2 月19日㈰ 13 時開場、13 時
30 分開演（90 分程度）
◦場所＝おりなす八女はちひめホール

児童書作家 

杉
すぎ

山
やま

亮
あきら

さんが
やってくる

問い合わせ＝八女市立図書
館本館（☎２２・２５０４）

第
７
回
総
合
文
化
祭
（
上
陽
）

八
女
歩
こ
う
会

① 児童書作家　杉山亮講演会

② おはなし会 
   杉山亮のものがたりライブ

◦日時＝３月 20日㈷ 13時～ 16時
◦講師＝瀬

せ

地
ち

山
やま

 角
かく

さん（東京大
学教授）◦演題＝「女も男もたい
へんや！笑って考える人生が楽し
くなるヒント」◦場所＝おりなす
八女ハーモニーホール
※入場無料、手話通訳・要約筆
記あり。託児は３月10 日㈮まで
に申し込みください。
◦問い合わせ＝男女共同参画・
生涯学習課（☎２３・１３１４）

瀬地山 角さん

サ
イ
ン
会

も
あ
る
よ
！

2/19
㈰ 
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環
境
施
策
を
計
画
的
に
進
め

て
い
く
た
め
に
、『
八
女
市
環
境

基
本
計
画
』
の
策
定
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
よ
り
よ
い
計
画
と

な
る
よ
う
に
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◦
募
集
期
間
＝
２
月
15
日
㈬
～

２
月
28
日
㈫

◦
計
画
（
案
）
の
設
置
場
所
＝

本
庁
環
境
課
、
各
支
所
市
民

生
活
福
祉
課
、
八
女
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
（http://w

w
w.city.

yam
e.fukuoka.jp/

）

◦
意
見
の
提
出
方
法
＝
任
意
の

様
式
に
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・

計
画（
案
）へ
の
意
見
を
明
記
し
、

持
参
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
で
提
出
く
だ
さ
い
。

※
件
名
に
『
八
女
市
環
境
基
本

計
画
』
と
明
記
く
だ
さ
い
。

※
住
所
や
氏
名
、
連
絡
先
が
な

　
水
道
事
業
者
が
行
う
水
質
検
査

は
、
水
道
法
に
基
づ
き
検
査
計
画

を
策
定
し
公
表
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
八
女
市
お
よ
び
八
女
市
へ
上

水
道
用
水
を
供
給
し
て
い
る
県
南

広
域
水
道
企
業
団
で
は
、
平
成
29

年
度
に
行
う
水
質
検
査
計
画
（
案
）

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
反
映
さ
せ
た
計
画
を
作
成

し
ま
す
の
で
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

◦
意
見
募
集
期
限
＝
２
月
28
日
㈫

※
水
質
検
査
計
画
は
、
４
月
１
日
か

ら
八
女
市
上
下
水
道
局
・
黒
木
支

所
建
設
課
・
企
業
団
窓
口
お
よ
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
上
下
水
道
局

（
☎
２
３
・
１
１
０
７
）
▽
黒
木
支

所
建
設
課
（
☎
４
２
・
１
１
１
８
）

▽
県
南
広
域
水
道
企
業
団
（
☎
０

９
４
２
・
２
７
・
１
５
６
３
）

◦
日
時
＝
3
月
16
日
㈭
14
時
～

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル

◦
内
容
＝
【
１
部
】
マ
ー
ビ
ー
ズ

コ
ン
サ
ー
ト
【
２
部
】
深
町
宏
コ

ン
サ
ー
ト
　
※
入
場
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
退
職
教
職

員
協
会
八
女
支
会
（
☎
２
４
・

４
１
９
３
）

　
正
し
い
知
識
を
持
ち
早
期
発

見
・
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、

医
師
や
専
門
職
に
よ
る
健
康
講

座
を
行
い
ま
す
。
予
約
不
要
。

参
加
無
料
。

◦
日
時
＝
３
月
２
日
㈭
14
時
～

「
地
元
で
安
心
し
て
治
療
を
受
け

る
た
め
に
」

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修

棟
第
1
研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
病
院
診
療

支
援
課
（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

　
水
道
法
の
規
制
を
受
け
て
い

な
い
小
規
模
受
水
槽
（
10
㎥
未

満
）
に
つ
い
て
国
内
で
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
管
理
が
不
十
分
な
施

設
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

貯
水
槽
の
衛
生
管
理
の
重
要
性

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。
参

加
費
無
料
。

◦
対
象
＝
小
規
模
受
水
槽
設
置

者
お
よ
び
管
理
者
そ
の
他
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

◦
日
時
＝
３
月
１
日
㈬
13
時
30

分
～
16
時
30
分
（
受
付
13
時
～
）

◦
会
場
＝
県
久
留
米
総
合
庁
舎

２
階
大
会
議
室
（
久
留
米
市
合

川
町
１
６
４
２-

１
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑

後
保
健
環
境
事
務
所
（
☎
０
９

４
４
・
７
２
・
２
１
６
３
）
※
前

日
ま
で
に
電
話
等
で
申
込
（
平

日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

◦
募
集
住
宅
＝
県
内
に
所
在
す

る
県
営
住
宅

※
詳
細
は
募
集
案
内
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◦
募
集
案
内
書
の
配
布
・
受
付

期
間
＝
２
月
27
日
㈪
～
３
月
７

日
㈫

◦
募
集
案
内
書
の
配
布
場
所
＝

県
住
宅
供
給
公
社
、
同
公
社
筑

後
管
理
事
務
所
お
よ
び
大
牟
田

出
張
所
、
市
役
所
都
市
計
画
課
、

各
支
所
窓
口

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給

公
社
（
☎
０
９
２
・
７
８
１
・
８

０
２
９
）

◦
対
象
者
＝
▽
高
校
・
高
専
、

短
大
、
大
学
に
在
籍
す
る
学
生

▽
社
会
人
な
ど
の
青
年
で
子
ど

も
と
遊
ぶ
こ
と
が
大
好
き
な
人

◦
活
動
内
容
＝
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広

場
等
で
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
、

遊
び
相
手
、
イ
ベ
ン
ト
や
野
外
活

動
・
調
理
な
ど
の
手
伝
い
等

◦
申
込
方
法
＝
パ
ソ
コ
ン
か
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
「
ア
ン
ビ
シ
ャ

ス
青
年
リ
ー
ダ
ー
」
を
検
索
し
、

県
公
式
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
教
育

事
務
所
（
☎
０
９
４
２
・
５
３
・

７
５
２
４
）

公
立
八
女
総
合
病
院
健
康
公

開
講
座
「
乳
が
ん
に
つ
い
て
」

小
規
模
受
水
槽
衛
生
管
理
研

修
会

南
筑
後
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
・
青

年
リ
ー
ダ
ー
会
員

県
営
住
宅
入
居
者

ふらっち広場からのお知らせ
☀場所＝八女市本町178（旧きんぷく亭）
☀ふらっち広場（☎ 24・3022）
11 時～ 17 時開館／月曜日休館

★外出「恋ぼたる（温泉）｣
◦日時＝ 2 月 19 日㈰ 11 時ふらっ
ち広場出発◦参加費＝ 300 円

★お菓子作り「とうふドーナツ｣
◦日時＝ 2 月 25 日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝ 100 円

★外出「観梅会（久留米市梅林寺）｣
◦日時＝ 3 月 5 日㈰ 10 時ふらっ
ち広場出発◦参加費＝ 100 円

★美アップ
◦日時＝ 3 月 11 日㈯ 13 時 30 分～
◦メニュー＝メイク、ネイル、スキ
ンケア、デコアート◦料金＝ 200 円
■ 各イベントは要予約。簡単な工作・
手芸もできます。お気軽にご来館く
ださい。

ほ
ほ
え
み

地域活動支援センター

八
女
市
環
境
基
本
計
画
（
案
）

へ
の
意
見

講
座
・
研
修

上
水
道・簡
易
水
道
事
業
水
質

検
査
計
画（
案
）の
策
定・意
見

八女市献血推進協議会
（☎ 23・5816）

献血にご協力ください

日にち 時　間 場　所

2/27
㈪

10:00～11:30 
12:30～15:30

室岡
公民館

3/8
㈬

10:00～11:30 
12:30～15:30

株式会社 
熊谷光玉園
（井延）

春
♪
そ
よ
風
コ
ン
サ
ー
ト



広報やめ　2017.2.159

月
31
日
㈮

◦
訓
練
期
間
＝
5
月
９
日
㈫
～
11

月
28
日
㈫
（
７
か
月
）

◦
選
考
日
＝
４
月
12
日
㈬

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
所
（
☎
０
９

５
２
・
２
６
・
９
５
１
６
）

【
山
の
井
用
水
路
】

◦
期
間
＝
３
月
１
日
㈬
～
31
日
㈮

【
中
の
井
用
水
路
】

◦
期
間
＝
３
月
12
日
㈰
～
26
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
農
業
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
１
１
９
）

　
平
成
28
年
８
月
１
日
か
ら
、

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
使
用
し
た
機

器
を
、
原
則
次
の
期
間
ま
で
に
、

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ

フ
ェ
ニ
ル
）
を
使
用
し
た
機
器

の
処
分
期
間
に
つ
い
て

い
も
の
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

◦
提
出
先
＝
本
庁
環
境
課
ま
た

は
各
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

【
宛
先
】
〒
８
３
４
―
８
５
８
５

八
女
市
本
町
６
４
７
番
地 

八

女
市
役
所
環
境
課
行 

N
２

２
・
２
１
８
６
）【
電
子
メ
ー
ル
】

kankyou@
city.yam

e.lg.jp

◦
問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課
（
☎
２

３
・
１
４
６
２
）

　
受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
等
実

費
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
受
講
あ
っ

せ
ん
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
対

象
。詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
コ
ー
ス
（
定
員
）
＝
①
Ｃ
Ａ
Ｄ

／
Ｎ
Ｃ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科 

②
板

金
・
溶
接
施
工
科 

③
住
環
境
Ｃ

Ａ
Ｄ
科
（
３
科
で
15
人
）

◦
募
集
期
間
＝
３
月
２
日
㈭
～
３

中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株

式
会
社
に
処
分
委
託
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

法
改
正
に
伴
い
届
出
内
容
の
変

更
、
追
加
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
大
型
変
圧
器
・コン
デ
ン
サ
ー
等
】

◦
処
分
期
間
＝
平
成
30
年
３
月

31
日

【
安
定
器
お
よ
び
汚
染
物
等
】

◦
処
分
期
間
＝
平
成
33
年
３
月

31
日

　
所
有
す
る
機
器
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
県
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
（
☎
２
２
・

６
９
６
４
）

春
季
停
水
の
お
知
ら
せ

【募集職種】
① 学校給食調理員
◦資格＝調理師または栄養士
資格を有する人
◦募集人員＝ 3 人
② 少人数指導教員（専科）
◦資格＝中学校の教員免許を
有し、専科等で複数校での勤
務が可能な人
◦募集人員＝若干名

【①②共通事項】
◦受付期間＝ 2 月15 日㈬～
2 月28日㈫
※土・日・祝日を除く。郵送
の場合は 2 月28日㈫必着
◦試験日＝ 3 月5日㈰
◦選考方法＝書類審査、作文
および面接
◦提出書類＝申込書（学校教
育課に準備）、資格証明書の
写し
◦申込・問い合わせ＝学校教
育課総務係（☎ 23・1954）

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

就
業
支
援

も
の
作
り
コ
ー
ナ
ー
や
無

料
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
子

ど
も
縁
日
、く
じ
び
き
コ
ー
ナ
ー

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
活
動

が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今

年
は
、
昨
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
八
女
市
大
淵
体
験
交
流
施

設
「
げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち
」
で

開
催
し
ま
す
。
健
康
三
択
ク
イ

ズ
大
会
や
お
楽
し
み
抽
選
会
な

ど
、
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
盛

り
だ
く
さ
ん
で
、
皆
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

小
さ
な
お
子
さ
ま
か
ら
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
、

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
３
月
４
日
㈯
９
時
15

分
～
14
時
15
分

◦
場
所
＝
八
女
市
大
淵
体
験
交

流
施
設
「
げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち
」

（
黒
木
町
大
淵
３
９
９
８
番
地
）

◦
内
容
＝
も
の
作
り
体
験
コ
ー

ナ
ー（
チ
ケ
ッ
ト
制
１
０
０
円
）、

無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
子
ど
も

縁
日
、
健
康
三
択
ク
イ
ズ
、
大

抽
選
会
な
ど

※
も
の
作
り
体
験
に
は
チ
ケ
ッ

ト
が
必
要
で
す
が
、
チ
ケ
ッ
ト

の
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

◦
昼
食
は
、
げ
ん
き
館
お
お

ぶ
ち
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ー
・

ジ
ュ
ー
ス
付　

３
０
０
円

※
限
定
４
０
０
食

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
第
10

回
あ
つ
ま
れ
！
元
気
も
ん
フ
ェ

ア
実
行
委
員
会
事
務
局
（
八
女

市
役
所 

男
女
共
同
参
画
・
生

涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
内
）
☎

２
３
・
１
３
１
８
／
N
２
２
・

２
１
８
６

第
10
回 

あ
つ
ま
れ
！

元
気
も
ん
フ
ェ
ア

3/4㈯
げんき館
おおぶち

みんなで遊び
にきてね！

嘱託職員募集

人権コーナー

健康フェアコーナー

9:45 ～ 12:30

9:45 ～ 12:30

クイズに答えて
景品ゲット！

ニュースポーツ体験、
健康チェック等

粗品進呈！

【
お
詫
び
と
訂
正
】
広
報
や
め
２
月

１
日
号
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

成
人
式
５
ペ
ー
ジ
中
の
（
誤
）
牛
島

美
咲
さ
ん
→
（
正
）
牛
島
美
里
さ
ん
、

（
誤
）
門
註
所
幸
奈
さ
ん
→
（
正
）

問
註
所
幸
奈
さ
ん

市立学校で子どもたちの支
援をしていただく臨時職員
も併せて募集しています。
問い合わせは上記まで。
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■赤ちゃん Room・相談 Room
◦3/2 ㈭ 13:30 ～15:00 ／参加費
有／要申込
■マタニティさん集まれ♪

「マタニティコンサート」
◦3/7 ㈫10:00 ～12:30 ／参加費
有／託児有／要申込
■4か月さん集まれ（10月生まれ）

「産後ヨガ」◦3/8 ㈬ 10:00 ～12:30
／飲み物・バスタオル持参、参加費
有／要申込
■パパママ集まれ「ＴＨＥ男の料理教室」
◦3/12 ㈰ 10:00 ～12:00 ／講師＝
けんちゃん先生（料理芽吹家）嘉村健
志さん／参加費有／要申込
■赤ちゃん Room・相談 Room
◦ 3/21㈫ 13:30 ～ 15:00 ／参加
費有／要申込

■プレママ＆ベビーサロン「ひな祭り」

◦3/3 ㈮ 10:30 ～／要申込
■みんなであそぼう

「もこもこ先生のファミリービクス」
◦3/5 ㈰ 10:30 ～／講師＝健康運動
指導士 田中もと子さん／要申込
■ハッピーバースデー

「大熊みちえさんのお話」
◦ 3/21㈫ 10:30 ～／要申込
■エンジェルルーム 「ピコロカフェ」
◦ 3/24 ㈮ 10:30 ～／参加費 200
円／要申込（21日まで）

■ひな祭り会◦3/2 ㈭ 10:30 ～／限
定子ども15 人／要申込
■ GOGO！カ～りる
◦3/2 ㈭ 10:50 ～移動図書館車が来
ます。図書利用カードをお持ちの人は
持参ください。
■ともだちっていいな♪
◦3/8 ㈬ 10:00 ～／北山保育所との
交流活動・今月は「春のおさんぽ」
■子育てエ～ル「防災教室」
◦3/9 ㈭ 10:30 ～
■ す て き な 記 念 日 ♥ ◦ 3/15 ㈬

10:30 ～※誕生月者のみ要申込
■わ・わ・WA！「おおきくなったね」
◦3/17 ㈮10:30 ～／限定子ども10
人・要申込

■パパ・ママ得する講座「早寝・早起き」
◦3/14 ㈫ 10:30 ～／要申込
■高田先生とおしゃべりカフェ
◦ 3/23 ㈭ 10:30 ～／要申込
■お誕生日会◦ 3/28 ㈫ 10:30 ～／
誕生月者のみ要申込

■ 10:00 ～ 15:00
▽矢部村集落センター 3/7㈫、15㈬
■ 10:00 ～ 13:00
▽井延公民館 3/1㈬
▽児童センター 3/8 ㈬
▽上陽公民館 3/10 ㈮
▽勤労青少年ホーム 3/15 ㈬
▽かがやき 3/21㈫
▽室岡公民館 3/23 ㈭

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問（☎24・9090）

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問（☎24・8814）

子育ち支援掲示板 3 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問ふじの里（☎42・3301）

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村 10775-14 ※そよかぜ内）
※開館日＝祝祭日除く火・木・金　
問０９０・３３２０・２１９６／
やめっこ未来館（☎ 24・8814）

3月5日（日）
いしもと小児科 岩　崎 22・7111
中村内科医院 立花町 37・1601
高橋じゅんじ歯科医院 本町 23・5517
3月12日（日）
黒岩外科 日の出町 23・2858
耳納高原病院 星野村 52・3135
大淵歯科医院 本村 23・4823
山下眼科医院 筑後市 0942・53・2225
3月19日（日）
戸次循環器科内科 馬場 22・3100
みやざき内科 立花町 37・0008
山崎歯科医院 本町 24・3961
3月20日（祝）
江上内科クリニック 本町 24・0113
クリニックくろぎ 黒木町 42・0887
永田歯科医院 宅間田 22・3511
3月26日（日）
富田クリニック 蒲原 24・4810
しばた医院 上陽町 33・7373
たなか歯科クリニック 筑後市 0942・48・4184

3月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので電話で確認してください。✚
▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚） 23・4131
柳　病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（納楚） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市） 0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付
　（19:00 ～ 21:30）

［月・水・金］
公立八女総合病院（23・4131）

［火・木］
筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付
　（9:00 ～ 14:30）

【3月】5㈰・19㈰・20㈷
公立八女総合病院 （23・4131）

【3月】12㈰・26㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）
▼県小児救急医療電話相談
　（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者   ♯ 8000
▼救急車を呼ぶべきか迷ったら

（24 時間対応）　♯ 7119

　急な病気やけがのときに、救
急車の利用や最寄りの医療機関
についてアドバイスを受けられ
ます（24 時間対応）。※重症時
は迷わず 119 番をお願いします。
⃝問い合わせ＝福岡県医療指導

課（☎ 092・643・3273）

　 「 ♯７１１９」
または ☎ 092・471・0099

救
急
車
を

呼
ぶ
べ
き
か  

  

迷
っ
た
ら 
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2 月・3 月イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/

おりなす八女    イベント情 報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

2/25 ㈯
川﨑病院活動報告会 特別講演会
演題：「東日本大震災を経験して」
講師：高松学文先生 (国立病院機構
九州医療センター広域災害担当部長)

はちひめ
15:00

～
16:30

無料
（申込不要） 川﨑病院（熊川） 23・3005

2/26 ㈰ 立花町文化祭
器楽部・吟詠部・舞踊部 発表会　 ハーモニー 13:00 無料 立花町文化連盟

（平島）
090・
3883・2186

3/11 ㈯ 若宮流  初舞会 はちひめ 13:00 無料 若宮会（南） 32・3766

3/12 ㈰ 結成 25 周年記念公演
民俗舞踊・祭り囃子 はちひめ 13:30

（全席自由）一般 1,000円
高校生以下 500円

未就学児無料

民舞と和太鼓の会
てんて鼓（田中）

090・
1878・9002

3/16(木)
春♪そよ風コンサート【パート4】
第 1 部 マービーズコンサート
第 2 部 深町宏コンサート

はちひめ 14:00 無料 福岡県退職教職員
協会八女支会 24・4193

～地域の音楽家と愛好家が奏でる ふれあいコンサート～

おりなす八女スプリングコンサート
春の祭典2017

主催：おりなす八女文化事業振興会・八女市
500 円

2/26(日)

ハーモニーホール
（全席自由) 
１4:00開演3/18(土)

第１部	 サン＝サーンス「動物の謝肉祭」

[ 合唱 ] 江﨑亜希子・ 八女ジュニア合唱団・ そよかぜコーラス

[ バレエ ] 何ばしょっ人踊りよる人 

出演  [ピアノ] 平 洋子・藤島 彩・塩川正和 他

[ ハンドベル ] 福岡女学院ベルマーガレット
         　             おりなす八女ハンドベルオーケストラ

[ヴァイオリン] 八尋朋子

第２部	 名曲アルバム　 ｢世界と日本の四季｣

ハーモニーホール

１4:00開演

〈曲 目〉

〈 予定曲 目〉

サン＝サーンス／白鳥

カロ・ミオ・ベン(イタリア古典歌曲)
最後の歌 (トスティ)

千の風になって(新井満)
カタリ・カタリ(カンツォーネ)

フォーレ／夢のあとに

他

カプースチン／

プロコフィエフ／
チェロ・ソナタ 第2番 Op.84

チェロ・ソナタ ハ長調 Op.119

武満 徹 ／オリオン
オリオンとプレアデスより

世界が認めた至高の響き

聴いてよく分かるクラシック

～チェロの名曲プログラム～

チェロリサイタル宮田 大

コンサート秋川 雅史

Miyata  Dai

（ 全席指定 )                                               

（ 全席指定 )                                               

一般 3,500 円                                              

一般 5,000 円                                              

友の会 3,000 円                                             

友の会 4,500 円                                             

高校生以下1,000 円

3/5(日)
ハーモニーホール
１5:00開演

4/29(土･祝)

チケット
好評発売中

チケット
好評発売中

主催･問合：おりなすシネマ市民プロジェクト☎090・1080・0988

はちひめホール

 チケット発売中

 チケット発売中

一般 1,200円    友の会1,000円 （当日各300円増）（全席自由) 
中高生・障がい者 800 円 小学生以下無料

ヴィヴァルディ 『四季』より「春｣ 春の海・さくらさくら 他／

(2 回目）14:00

上映時間
(1 回目）10:30

お
り
な
す
シ
ネ
マ

＊
冬
の
上
映
会
＊

監
督
／
呉 

美
保

原
作
／
中
脇
初
枝
「
き
み
は
い
い
子
」

出
演
／
高
良
健
吾　

尾
野
真
千
子

池
脇
千
鶴　

高
橋
和
也

400年に亘る音楽の歴史をわかり
やすく解説しながら進めていく
誰かに自慢したくなるコンサー
トです。誰もが納得する音楽の
仕組みを紹介します。

他



　
こ
の
作
品
は
、
文
化
勲
章
を
受
章
し

た
年
に
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
サ
イ
ズ
は

75
㎝
×
73
㎝
。ほ
か
の
作
品
と
は
異
な
り
、

正
方
形
に
近
い
形
を
し
て
い
ま
す
。
廣
助

は
、「
文
化
勲
章
を
受
章
で
き
た
の
は
周

囲
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
」
と
、
記
念
の
風

呂
敷
を
作
っ
て
関
係
者
に
配
り
ま
し
た
。

そ
の
風
呂
敷
を
作
る
た
め
に
描
か
れ
た

の
が
本
作
品
。
だ
か
ら
、
キ
ャ
ン
バ
ス
も

風
呂
敷
の
形
、つ
ま
り
正
方
形
な
の
で
す
。

　
「
東
洋
の
心
」
を
求
め
描
き
続
け
、
画

壇
の
最
高
峰
に
登
り
つ
め
た
時
、
日
本

の
象
徴
で
あ
り
、
日
本
人
の
心
の
ふ
る
さ

と
で
あ
る
富
士
山
を
、
ま
わ
り
の
皆
さ
ん

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
描
い
た
と

い
う
背
景
を
知
る
と
、こ
の
作
品
か
ら
は
、

画
伯
自
身
の
強
さ
と
と
も
に
や
さ
し
さ

も
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

２
月
18
日
か
ら
は
「
夢
た
ち
ば
な
観

梅
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
「
箱

根
朱
富
士
」
が
、
美
術
館
入
口
で
皆
さ

ん
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
の
で
、
梅
の
花

で
春
の
訪
れ
を
感
じ
た
後
に
、
廣
助
の

作
品
も
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝

開
館 

９
時
～
17
時
15
分〈
入
館
は
17
時
ま
で
〉※
月

曜
休
館〈
祝
日
の
場
合
は
翌
日
〉⃝
入
館
料
無
料

「
田
崎
廣
助
美
術
館
」へ

行
っ
て
み
よ
う
！  

⑧

（
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
内
／
☎
２
４・８
３
０
４
）

1975年　(昭和50年)
（軽井沢 田崎美術館 所蔵）

作品名「箱根朱富士」

　

平
成
24
年
７
月
に
発
生
し
た
九
州

北
部
豪
雨
に
よ
り
、
八
女
市
は
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
災
害

か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
目
指
し
て
、

関
係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
こ
の
未
曽
有
の
災
害
に
お
け

る
経
験
・
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た

め
、
ま
た
、
今
後
の
教
訓
と
し
て
後

世
に
伝
え
る
た
め
、
こ
の
４
年
半
の

あ
ゆ
み
・
復
旧
復
興
事
業
を
ま
と
め
、

「
平
成
24
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
災

害
記
録
誌 

災
害
と
復
旧
復
興
の
記

録
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

ご
覧
に
な
り
た
い
人
は
、
市
立
図

書
館
お
よ
び
分
館
に
備
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
１
冊
１
０
０
０
円
で
販
売
も

し
て
い
ま
す
。
市
役
所
防
災
安
全
課

ま
た
は
各
支
所
総
務
課
で
お
求
め
く

だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課

（
☎
２
３・１
７
３
１
）

　

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
か
ん
き
つ
部

会
が
生
産
し
た
温
州
ミ
カ
ン
（
約

２
２
０
㌔
㌘
）
が
１
月
17
日
㈫
、
九

州
産
と
し
て
は
歴
史
上
初
め
て
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
（
以
下
米
国
）
の
ハ
ワ

イ
州
へ
輸
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

米
国
は
、
日
本
で
発
生
す
る
果
実
に

害
を
及
ぼ
す
ミ
カ
ン
バ
エ
の
侵
入
を
防

ぐ
た
め
、
九
州
の
一
部
の
県
で
ミ
カ
ン

バ
エ
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
し

て
九
州
産
ミ
カ
ン
の
輸
出
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
28
年
７
月
の

日
米
間
の
協
議
で
、
福
岡
・
佐
賀
・

長
崎
・
熊
本
の
４
県
産
に
つ
い
て
、
園

地
で
の
ミ
カ
ン
バ
エ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
を
行
う
こ
と
な
ど
を
条
件
に
輸
出

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
部
会
は
平
成
26
年
か
ら
調
査
を

実
施
し
て
お
り
、
ミ
カ
ン
バ
エ
の
無
発

生
を
確
認
し
て
い
た
め
、
他
の
県
産

地
よ
り
も
い
ち
早
く
条
件
を
ク
リ
ア

し
輸
出
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

輸
出
し
た
の
は
「
青
島
温
州
」
で
、

サ
イ
ズ
は
直
径
８
㌢
以
上
と
ビ
ッ
ク

サ
イ
ズ
。
冬
場
の
青
島
は
大
玉
で
も

甘
く
て
お
い
し
い
ミ
カ
ン
で
す
。
輸
出

し
た
ミ
カ
ン
は
、
現
地
時
間
19
日
か

ら
ハ
ワ
イ
最
大
の
ア
ラ
モ
ア
ナ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
販
売
さ
れ
、
４
日

間
の
販
売
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、

初
日
に
売
り
切
れ
る
な
ど
大
好
評
で

し
た
。
同
部
会
の
松
崎
智
明
部
会
長

は
「
み
か
ん
の
輸
出
は
有
望
な
販
路

の
一つ
だ
と
考
え
る
。
八
女
の
お
い
し

い
ミ
カ
ン
を
ハ
ワ
イ
の
人
々
に
食
べ
て

い
た
だ
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
ミ
カ
ン
は
カ
ナ

ダ
、
台
湾
に
も
輸
出
し
て
い
ま
す
。

八女のミカンをアメリカへ輸出
／ＪＡふくおか八女かんきつ部会 For U.S.A.

歴史上初めて！！

（写真上から）
ハワイ・アラモナ
ショッピング セン
ターでの販売様子

「For UAS」と入った
米国向けの専用の箱
に梱包される八女ミ
カン

１月10日、箱詰め前
に国の機関が検査す
る様子

九州北部豪雨災害記録誌を
発行しました

災害を風化させない！

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています
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